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（
遥
か
な
る
木
曾
の
谷
間
の
牧
尾
ダ
ム
み

な
も
と
の
水
は
田
に
張
ら
れ
た
り
〉（
志
水

孝
）。
こ
の
歌
は
、
志
水
孝
著
『
歌
集

愛
知
用
水
』（
自
費
出
版
２
０
０
６
）
に
所
収

さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
愛
知
県
日
進
市
在

住
、
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
の
組
合
員
、

農
民
作
家
で
あ
る
。
旱
魃
や
飲
み
水
の
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
知
多
半
島
の
人
た

ち
は
、
久
野
庄
太
郎
、
浜
島
辰
雄
ら
に
よ

っ
て
昭
和
23
年
愛
知
用
水
建
設
運
動
を
開

始
し
た
。
愛
知
用
水
は
木
曽
川
上
流
に
水

源
と
な
る
牧
尾
ダ
ム
を
築
造
し
、
岐
阜
県

か
ら
愛
知
県
の
尾
張
東
部
の
平
野
及
び
こ

れ
に
続
く
知
多
半
島
一
帯
ま
で
水
路
を
通

し
、
農
業
用
水
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水

を
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
30
年
か

ら
昭
和
36
年
に
か
け
て
愛
知
用
水
公
団

（
現
・
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
）
で
施
工
さ

れ
た
。
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
我
が
国
は
、

す
べ
て
の
物
資
が
不
足
し
、
勿
論
水
も
食

糧
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
不
足
し
て
い
た
。
そ

の
愛
知
用
水
の
完
成
ま
で
決
し
て
平
坦
な

道
の
り
で
は
な
か
っ
た
。
建
設
中
、
昭
和

34
年
９
月
伊
勢
湾
台
風
に
遭
遇
。
殉
職
者

も
出
た
。
完
成
後
も
昭
和
59
年
９
月
に
発

生
し
た
長
野
県
西
部
地
震
に
よ
り
、
牧
尾

ダ
ム
湖
に
大
量
の
土
砂
が
流
入
し
た
。
さ

ら
に
新
た
な
都
市
用
水
の
需
要
増
加
及
び

水
路
等
の
老
朽
化
も
顕
在
化
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
こ
れ
ら
の
難
題
に
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《愛知用水の軌跡》

対
処
し
て
き
た
。
愛
知
用
水
の
軌
跡
を
追

っ
て
み
た
い
。

天
水
や
溜
め
池
に
頼
っ
て
い
る
地
域
は
、

水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
水
さ
え
あ
れ
ば
、

水
さ
え
引
け
れ
ば
、
と
の
願
い
は
強
い
。

知
多
半
島
の
農
民
た
ち
に
は
木
曽
川
か
ら

の
導
水
が
悲
願
で
あ
っ
た
。
愛
知
県
内
で

は
既
に
、
矢
作
川
か
ら
の
明
治
用
水
が
通

水
し
て
お
り
、
安
城
市
、
豊
田
市
、
岡
崎

市
な
ど
は
安
定
的
に
農
業
用
水
な
ど
の
供

給
体
系
が
で
き
上
が
っ
て
い
た
。
明
治
用

水
の
よ
う
に
知
多
半
島
に
も
水
が
流
れ
て

き
た
ら
、
と
思
う
の
も
当
然
の
こ
と
だ
っ

た
。
愛
知
用
水
建
設
運
動
の
中
心
人
物
は

農
民
久
野
庄
太
郎
と
安
城
農
林
学
校
教
員

浜
島
辰
雄
で
あ
っ
た
。
浜
島
辰
雄
編
著

『
愛
知
用
水
と
不
老
会
』（
財
団
法
人
不
老
会

２
０
０
５
）
、
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
編
・

発
行
『
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
五
十
年
の

歩
み
』（
２
０
０
２
）
に
は
、
そ
の
建
設
活

動
が
描
か
れ
て
い
る
、
こ
の
二
人
は
、
木

曽
川
か
ら
の
導
水
に
関
し
て
意
気
投
合
し

て
早
速
用
水
路
の
現
地
踏
査
を
行
な
い
、

「
愛
知
用
水
概
要
図
」
を
昭
和
23
年
８
月
に

作
成
し
、
そ
れ
を
携
帯
、
掲
示
に
便
利
な

よ
う
に
軸
装
に
し
た
。
そ
の
図
に
は
関
係

市
町
村
４
市
48
カ
町
村
、
導
水
路
延
長
１

２
０
㎞
、
水
源
は
滝
越
、
丸
山
そ
の
ほ
か

に
４
億
k
を
貯
め
る
計
画
で
あ
る
。
現
・

愛
知
用
水
路
線
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

そ
の
図
で
も
っ
て
、
農
村
同
志
会
の
メ
ン

バ
ー
と
各
市
町
村
に
、
浪
曲
師
梅
ヶ
枝
鶯

の
浪
曲
で
人
を
集
め
な
が
ら
、
愛
知
用
水

建
設
運
動
を
展
開
し
た
が
、
木
曽
川
下
流

用
水
組
合
の
木
津
、
宮
田
、
羽
島
か
ら
猛

烈
な
反
対
陳
情
が
愛
知
県
農
地
部
な
ど
へ

出
て
き
た
。
そ
れ
に
も
挫
け
ず
に
、
昭
和

23
年
12
月
吉
田
茂
首
相
、
佐
藤
栄
作
官
房

長
官
に
陳
情
し
、
建
設
の
了
解
を
得
た
。

こ
の
陳
情
に
つ
い
て
、
高
崎
哲
郎
著
『
水

の
思
想
土
の
理
想
世
紀
の
大
事
業
愛
知
用

水
』（
鹿
島
出
版
会
２
０
１
０
）
で
、
次
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
。「
久
野
は
挨
拶
を
し

た
の
ち
、
机
に
大
地
図
を
広
げ
て
説
明
を

し
た
。
自
信
に
満
ち
た
語
り
と
表
情
だ
っ

た
。
首
相
か
ら
は
『
食
糧
の
増
産
に
な
る

か
。
労
働
者
は
ど
の
く
ら
い
使
う
の
か
』

と
相
次
い
で
質
問
が
投
じ
ら
れ
た
。『
米
の

増
産
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
で
す
』
吉

田
は
、
腕
を
組
ん
で
耳
を
傾
け
た
。
五
分

間
だ
け
と
い
う
約
束
の
時
間
は
、
ま
た
た

く
間
に
過
ぎ
四
十
分
に
も
な
っ
た
。
吉
田

は
大
声
を
あ
げ
た
。『
食
糧
増
産
、
失
業
対

策
、
よ
い
で
は
な
い
か
！
』
農
民
の
熱
意

が
通
じ
、
首
相
吉
田
は
大
声
を
は
り
上
げ

て
協
力
を
約
束
し
た
。
異
例
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
敗
戦
国
日
本
の
国
土
総
合
開
発
が

急
が
れ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
大
規
模
公
共

事
業
を
最
優
先
と
考
え
て
い
た
吉
田
に
は

愛
知
用
水
計
画
は
最
高
の
事
業
の
一
つ
に

思
え
た
に
違
い
な
い
」

昭
和
30
年
愛
知
用
水
公
団
が
発
足
し
、

施
工
が
始
ま
っ
た
。
愛
知
用
水
の
水
源
ダ

ム
と
し
て
、
藪
原
、
滝
越
、
二
子
持
、
丸

山
の
候
補
地
が
挙
が
っ
た
が
、
最
終
的
に

は
牧
尾
橋
地
点
に
決
着
す
る
。
ま
た
、
ダ

ム
型
式
も
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
か
、

ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
か
、
日
米
間
に
お
い

て
意
見
が
分
か
れ
た
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル

ダ
ム
に
落
ち
着
い
た
。
牧
尾
ダ
ム
、
兼
山

取
水
口
、
三
好
ダ
ム
、
東
郷
ダ
ム
、
松
野

ダ
ム
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
連
結
し
た
水
路

の
完
成
ま
で
、
人
的
な
確
保
、
予
算
の
確

保
、
土
地
関
係
者
の
説
得
、
さ
ら
に
技
術

の
対
応
に
は
、
大
変
な
労
苦
が
伴
っ
た
。

そ
の
技
術
の
書
と
し
て
、
愛
知
用
水
公
団
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環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

業
務
　
実
績
報
告
書
』（
２
０
０
４
）
に
ま
と

め
ら
れ
た
。
名
古
屋
市
水
辺
研
究
会
代
表

國
村
恵
子
は
「
用
水
事
業
と
い
う
大
き
な

仕
事
を
す
る
人
達
が
守
っ
た
、
日
本
一
小

さ
な
ト
ン
ボ
・
ハ
ッ
チ
ヨ
ト
ン
ボ
の
生
命

は
、
こ
れ
か
ら
も
滔
々
と
流
れ
る
開
水
路

と
と
も
に
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

守
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」
と
結
ん

で
い
る
。

愛
知
用
水
の
水
利
用
の
変
遷
を
追
っ
て

み
た
い
。
愛
知
用
水
の
受
益
地
は
、
昭
和

30
年
代
の
初
め
こ
ろ
は
、
製
造
業
を
中
心

と
す
る
産
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

36
年
愛
知
用
水
施
設
に
よ
る
供
用
開
始
を

機
に
二
、
三
次
産
業
も
一
段
と
加
速
し
た
。

愛
知
用
水
の
年
間
使
用
量
は
1.4
億
k
が
4.6

億
k
と
、
実
に
3.3
倍
に
増
加
し
た
（
昭
和
38

年
度
と
平
成
17
年
度
比
較
）
。
一
方
、
農
業
用

水
と
都
市
用
水
（
水
道
用
水
・
工
業
用
水
）
は

農
65
％
、
都
35
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
農

23
％
、
都
77
％
と
逆
転
し
た
（
同
年
度
比
較
）。

愛
知
用
水
地
域
の
農
業
産
出
額
は
約
２
５

５
・
７
億
円
が
６
６
４
・
１
億
円
、
特
に

果
実
は
約
12
・
８
億
円
か
ら
約
75
・
８
億

円
に
、
花
は
約
2.6
億
円
か
ら
約
75
・
５
億

円
に
増
加
し
た
（
昭
和
38
年
度
と
平
成
16
年
度

比
較
）。
水
道
用
水
の
給
水
人
口
も
20
万
人

か
ら
１
７
３
万
人
と
増
加
（
昭
和
38
年
度
と

平
成
16
年
度
比
較
）。
工
業
用
水
は
、
鉄
鋼
業

を
は
じ
め
化
学
工
業
等
諸
産
業
の
水
需
要

に
対
応
し
て
い
る
。
通
水
後
、
企
業
進
出

は
著
し
く
、
約
３
２
５
９
億
円
で
あ
っ
た

愛
知
用
水
関
係
市
町
製
造
品
出
荷
額
は
、

３
兆
６
０
０
０
億
円
に
達
し
た
（
昭
和
38
年

度
と
平
成
16
年
度
比
較
）
。
こ
の
よ
う
に
、
久

野
庄
太
郎
ら
が
始
め
た
愛
知
用
水
建
設
運

動
は
こ
こ
に
大
き
く
稔
り
、
中
部
圏
の
経

済
と
文
化
の
発
展
の
大
基
盤
を
創
り
上
げ

た
。
畑
地
か
ん
が
い
研
究
会
編
・
発
行

『
愛
知
用
水
　
そ
の
事
業
の
意
義
』（
１
９
６

１
）
で
福
田
仁
志
は
「
愛
知
用
水
が
事
業

を
以
っ
て
、
か
ん
が
い
技
術
史
上
画
期
的

で
あ
る
の
は
、
湿
潤
地
帯
に
お
け
る
水
管

理
と
配
水
を
２
万
町
余
と
い
う
一
大
団
地

の
水
田
、
畑
の
か
ん
が
い
に
行
な
う
事
業

に
対
し
て
で
あ
る
。
こ
の
水
操
作
上
に
来

る
困
難
さ
を
克
服
す
る
こ
と
こ
そ
、
日
本

の
農
業
土
木
技
術
者
の
努
力
に
値
す
る
有

意
義
な
仕
事
と
思
い
た
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
土
木
技
術
を
駆
使
し
て
、
こ
ま

か
な
水
管
理
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

通
水
後
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
酒

井
正
三
郎
編
『
愛
知
用
水
と
地
域
開
発
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
１
９
６
７
）、
愛
知
用
水
土

地
改
良
区
編
・
発
行
『
愛
知
用
水
土
地
改

良
区
誌
「
研
究
編
」』（
２
０
０
５
）
が
あ
る
。

残
念
な
こ
と
だ
が
、
愛
知
用
水
事
業
建
設

中
、
56
人
の
殉
職
者
が
出
た
。
久
野
庄
太

郎
は
そ
の
こ
と
を
大
い
に
悔
や
み
、「
私
が

殺
し
た
よ
う
な
も
の
だ
。
私
が
こ
ん
な
仕

事
を
始
め
な
け
れ
ば
、
こ
の
人
達
は
死
な

な
か
っ
た
」
と
、
嘆
き
悲
し
み
現
場
に
ひ

れ
伏
し
た
と
い
う
。
佐
布
里
池
近
く
に
、

愛
知
用
水
神
社
、
愛
知
用
水
利
水
観
音
を

造
り
、
そ
の
霊
を
弔
っ
た
。
さ
ら
に
自
ら

献
体
を
す
る
こ
と
を
決
心
し
、「
愛
知
用
水

不
老
会
」
を
設
立
し
、
人
々
に
献
体
を
奨

励
し
た
。
世
紀
の
大
事
業
、
ゆ
め
の
用
水

と
い
わ
れ
た
愛
知
用
水
は
昭
和
36
年
の
通

水
か
ら
、
平
成
23
年
９
月
30
日
を
も
っ
て

通
水
50
周
年
を
迎
え
る
。

〈
生
涯
を
愛
知
用
水
建
設
に
命
を
懸
け

た
り
久
野
庄
太
郎
〉（
志
水
孝
）

編
・
発
行
『
愛
知
用
水
技
術
誌
　
ダ
ム
編
』、

同
『
愛
知
用
水
技
術
誌
　
幹
線
水
路
編
』、

同
『
愛
知
用
水
技
術
誌
　
支
線
・
開
墾
お

よ
び
畑
か
ん
編
』、
同
『
愛
知
用
水
技
術
誌

仕
様
書
お
よ
び
計
画
書
編
』（
す
べ
て
１
９
６

２
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
編
・
発

行
『
愛
知
用
水
　
そ
の
建
設
の
全
貌
』（
１

９
６
１
）
は
、
世
界
銀
行
か
ら
の
借
款
を
は

じ
め
と
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
技
術
提
携
、

牧
尾
ダ
ム
の
突
貫
工
事
、
沈
み
ゆ
く
村
々
、

可
児
川
サ
イ
ホ
ン
工
事
、
高
蔵
寺
サ
イ
ホ

ン
工
事
、
東
海
道
線
橋
梁
新
設
工
事
の
写

真
集
で
あ
る
。
ま
た
、
愛
知
用
水
事
業
の

全
体
を
捉
え
た
愛
知
用
水
公
団
・
愛
知
県

編
・
発
行
『
愛
知
用
水
史
』、
同
『
愛
知
用

水
史
　
資
料
編
』（
と
も
に
１
９
６
８
）
が
あ

る
。
こ
の
書
に
、
愛
知
用
水
と
民
主
主
義

に
つ
い
て
、「
愛
知
用
水
の
発
起
者
達
は
、

こ
の
用
水
を
真
に
民
衆
の
も
の
と
し
て
、

民
衆
の
自
覚
に
よ
る
民
主
的
な
力
に
よ
っ

て
実
現
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。
こ
の

用
水
は
自
分
達
が
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
保
存
の
責
任
も
自

分
達
の
上
に
あ
る
の
だ
と
い
う
気
持
ち
が

民
衆
の
間
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

用
水
は
最
も
有
効
に
利
用
せ
ら
れ
、
又
最

も
大
切
に
愛
護
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
民

衆
自
身
の
間
か
ら
民
主
的
に
こ
の
用
水
の

開
墾
を
達
成
せ
ん
と
す
る
運
動
を
起
こ
す

こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
こ
の
用
水
は
必

ず
実
現
す
る
。
こ
れ
が
最
初
に
発
起
者
が

持
っ
た
考
え
方
で
あ
っ
た
。
民
衆
ほ
ど
強

い
も
の
は
な
い
。
一
人
一
人
の
民
衆
は
弱

い
が
、
組
織
化
せ
ら
れ
た
民
衆
は
強
い
。

組
織
化
す
る
た
め
に
は
一
定
の
ハ
ッ
キ
リ

し
た
目
標
と
、
そ
の
目
標
に
向
っ
て
民
衆

を
伴
れ
て
い
く
中
心
人
物
が
必
要
で
あ
る
」

と
論
じ
る
。
こ
の
世
紀
の
大
事
業
を
成
し

得
た
根
底
に
は
、
こ
の
よ
う
な
民
主
主
義

の
理
念
が
流
れ
て
い
た
。
昭
和
36
年
９
月

愛
知
用
水
事
業
は
完
成
し
、
知
多
半
島
ま

で
通
水
が
開
始
さ
れ
た
。
愛
知
用
水
の
兼

山
取
水
口
に
は
、
濱
口
雄
彦
総
裁
に
よ
る

「
こ
の
木
曽
の
水
は
　
百
年
の
夢
を
う
つ
つ

に
愛
知
用
水
と
し
て
濃
尾
の
野
を
う
る
お

す
　
ゆ
く
て
に
幸
多
か
れ
」
の
碑
が
、
木

曽
川
の
清
流
に
の
ぞ
ん
で
建
っ
て
い
る
。

幸
多
か
れ
と
流
れ
て
い
た
水
は
、
昭
和

59
年
９
月
14
日
長
野
県
西
部
地
震
が
起
こ

り
、
牧
尾
ダ
ム
に
大
量
の
土
砂
が
入
り
込

み
、
そ
の
通
水
に
支
障
を
き
た
し
た
。
そ

の
復
元
工
事
と
し
て
、
平
成
８
年
３
月
か

ら
「
愛
知
用
水
二
期
事
業
牧
尾
ダ
ム
堆
砂

対
策
工
事
」
が
な
さ
れ
、
平
成
19
年
３
月

に
竣
工
し
た
。
ま
た
、
通
水
か
ら
20
年
を

経
て
、
新
た
な
都
市
用
水
の
需
要
増
加
と

水
路
等
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
対

処
す
る
た
め
に
新
た
な
水
源
と
し
て
、
木

曽
川
上
流
に
味
噌
川
ダ
ム
、
阿
木
川
ダ
ム

が
建
設
さ
れ
た
。
老
朽
化
に
対
し
て
は

「
愛
知
用
水
二
期
事
業
」
と
し
て
、
水
路
施

設
の
全
面
改
築
が
昭
和
56
年
度
か
ら
平
成

16
年
度
に
か
け
て
23
年
の
歳
月
を
費
や
し

て
行
な
わ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
技
術

書
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

愛
知
用
水
総
合
事
業
部
編
・
発
行
『
愛
知

用
水
二
期
事
業
　
牧
尾
ダ
ム
堆
砂
対
策
工

事
記
録
』（
２
０
０
７
）
、
同
『
愛
知
用
水
二

期
事
業
工
事
誌
　
水
路
編
』、
同
『
愛
知
用

水
二
期
事
業
工
事
誌
　
水
路
施
工
例
』（
と

も
に
２
０
０
５
）
が
刊
行
さ
れ
、
新
た
な
施

工
技
術
が
駆
使
さ
れ
た
。
水
路
改
築
に
お

い
て
は
、
河
川
以
外
の
水
路
で
も
自
然
に

配
慮
し
た
工
法
が
採
用
さ
れ
、
生
態
保
全

に
つ
い
て
、
名
古
屋
市
水
辺
研
究
会
編
・

発
行
『
愛
知
用
水
　
志
段
味
開
水
路
自
然


